
行動科学・実装科学セミナー
第4回 行動科学セミナー

がんと関わるプライマリ・ヘルス・ケア
講師：WONCA（世界家庭医機構）

マスター・ファカルティー葛󠄀西 龍樹 先生

主 催 国立がん研究センター がん対策研究所 サバイバーシップ研究部

SaQRA（日本がんサバイバーシップ研究グループ）
早稲田大学人間科学学術院

共 催 J-SUPPORT（日本がん支持療法研究グループ）
N-EQUITY（健康格差是正のための実装科学ナショナルセンターコンソーシアム）
RADISH（保健医療福祉における普及と実装科学研究会：D＆I科学研究会）

問合せ先 サバイバーシップ研究部 j-supportoffice@ml.res.ncc.go.jp

日時 2024年2月6日（火) 17:00～18:00

会議ツール Zoom 参加費 無料

参加申込 QRコードよりお申込みください

参加申込締切 2024年2月5日（月）12:00

セミナー要旨：がんを心配する人、がんのリスクが高い人、がん検診を受ける人、がんの症状
がある人、がんと診断された人、がんをもって生きる人、がんで亡くなった人、その家族・友人、
そのケアを担当する人―こうしたさまざまな「がんと関わる人」のために、プライマリ・ヘルス・ケアで
何ができるのかをお話しして、どのような連携を目指すかをご一緒に考えたいと思います。 

講師プロフィール：1984年北海道大学医学部卒業。1992年カナダ家庭医学会家庭医
療学専門医課程修了（ブリティッシュ・コロンビア大学）。医学博士（北海道大学）。
1996年北海道家庭医療学センター設立。2006年福島県立医科大学医学部 地域・家
庭医療学講座主任教授。2015年英国家庭医学会フェロー（FRCGP; 最高名誉正会
員・専門医）。2023年福島県立医科大学名誉教授。世界家庭医機構（WONCA）

マスター・ファカルティー。
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